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齋
の
奇
行
談
あ
り
、
詩
吟
な
ど
の
餘
興
も
あ
り
て
賊

五
五

陸
奥
宗
光
と
の
闊
係
に
就
て
談
話
あ
り
、
徳
川
時
代

名
出
席
ず
る
。
紙
谷
君
よ
り
天
誅
組
の
乾
小
次
郎
と

り
、
成
田
・
阪
倉
•
吉
田
三
先
生
及
び
會
員
二
十
敷

午
後
七
時
三
十
分
よ
り
小
講
堂
に
て
季
末
茶
話
會
あ

午
後
八
時
よ
り
小
講
堂
に
て
季
末
茶
話
會
を
開
く
。

▲
十
二
月
十
六
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▲
昭
和
十
二
年
十
月
九
日

會
誌
第
十
五
琥
を
骰
行
す
る
。

講
義
書
目
に
就
て
吉
田
先
生
よ
り
御
相
談
を
う
け
、

會
貝
よ
り
色
々
と
希
望
を
述
べ
る
。
阪
倉
先
生
よ
り

言
葉
の
迷
信
、
吉
田
先
生
よ
り
支
那
か
ら
渡
来
ぜ
し

と
思
は
る
入
百
葉
の
話
あ
り
、
紙
谷
君
よ
り
森
田
節

に
面
白
く
時
を
過
し
十
時
閉
會
し
た
。
出
席
者
は
三

る。

恢
例
に
よ
り
會
員
一
同
、
本
堂
祭
典
に
奉
仕
す
る
。

▲
一
月
二
十
二

8

午
前
二
時
武
藤
長
平
先
生
恙
性
肺
炎
に
て
逝
去
せ
ら

▲
一
月
二
十
四

H

午
後
三
時
三
十
分
よ
り
阿
部
野
齋
場
に
て
武
藤
先
生

の
非
儀
を
執
行
せ
ら
る
。

＾
―
-
月
二
十
四
日

一
同
會
葬
ず
。

幹

事

酒

井

全

太

郎

紳
位
を
拝
し
、
吉
田
•
岡
山
雨
先
生
に
賀
詞
を
奉
る
。

年
賀
會
あ
り
。
會
員
敷
名
参
堂
、
先
師
儒
諸
先
生
の

▲
昭
和
十
三
年
一
月
一
日

十
敷
名
で
あ
っ
た
。



▲
五
月
七
日

▲
五
月
八

H

午
後
二
時
よ
り
甕
中
市
岡
山
家
に
て
神
式
に
よ
り
て

岡
山
先
生
の
葬
儀
を
執
行
せ
ら
れ
、
午
後
一
・
一
一
時
よ
り

告
別
式
あ
り
、
會
員
一
同
會
葬
す
る
c

青
若
葉
に
つ

つ
つ
じ

つ
ま
れ
た
庭
に
異
つ
赤
に
咲
い
た
臨
躙
の
花
が
雨
に

た
、
か
れ
て
一
輪
二
輪
、
地
に
墜
ち
て
ゐ
た
。

▲
五
月
二
十
二

H

午
前
十
時
五
十
五
分
岡
山
源
六
先
生
逝
去
せ
ら
る
。

▲
六
月
十
九

H

た。 運
長
久
を
祈
願
し
、
成
田
先
牛
御
揮
嚢
の
記
念
碑
を

観
寛
し
、
朱
塗
の
大
鳥
居
の
み
ゆ
る
湖
水
の
風
光
を

賞
し
て
蹄
阪
し
た
C

一
行
四
十
八
名
で
盛
會
で
あ
っ

た
。
高
瀬
・
成
田
雨
先
生
に
非
常
な
御
冊
話
に
な
っ

太
山
寺
行
を
催
し
、
午
前
八
時
梅
田
騨
骰
、
明
石
騨

し
文
下
山
、
白
振
紳
社
に
詣
で
て
、
皇
軍
牌
士
の
武

竣
功
し
た
と
い
ふ
立
志
碑
前
に
て
記
念
潟
呉
を
撮
影

食
後
、
高
瀬
武
次
郎
先
生
の
講
演
を
拝
聴
し
、
昨
日

の
手
紙
が
話
題
と
な
り
、
先
祁
の
手
紙
が
讀
め
ん
で

ど
う
す
る
な
ど
先
生
方
が
話
ざ
れ
る
。

▲
四
月
十
七

H

石
濱
先
牛
及
び
會
員
有
志
敷
名
は
、

春
秋
君
の
講
演
を
聴
聞
す
。

恭
仁
山
荘
を
訪

問
し
て
故
内
藤
先
生
の
啜
位
に
回
向
燒
香
し
、
今
西

濱
大
津
に
て
莱
換
、
和
通
騨
下
車
、
榎
の
大
木
あ
る

辻
を
右
折
す
れ
ば
静
寂
な
深
谷
に
郭
公
が
し
き
り
に

つ
つ
じ

嗚
き
薄
紫
に
山
躙
躙
が
美
し
く
咲
い
て
ゐ
る
。
小
高

き
岡
に
あ
る
蕃
山
堂
に
辿
り
着
き
、
息
滸
軒
に
て
費

探
勝
會
を
催
ず
、
午
前
七
時
五
十
九
分
天
湖
橋
靡
務

五
六



り
、
成
田
先
生
は
木

H
お
作
り
に
な
っ
た
橿
原
紳
宮

建
國
奉
仕
隊
の
歌
を
朗
唱
ぜ
ら
れ
｀
平
田
・
仲
田
・

藤
塚
一
―
―
君
の
朗
吟
が
あ
っ
た
。

長
の
討
匪
談
や
、
阪
倉
先
生
の
源
氏
物
語
の
話
が
あ

▲
六
月
―
―

-+H

て
計
賓
を
秤
観
し
た
。

一
行
一
二
十
餘
名
で
あ
っ
た
。

午
後
八
時
よ
り
小
講
堂
に
季
末
茶
話
會
を
開
く
、
出

席
者
四
十
一
名
。
北
満
守
備
よ
り
蹄
郷
ぜ
し
中
島
曹

導
を
承
り
つ
ヽ
拝
観
し
蹄
途
、
西
宮
戎
紳
社
に
詣
で

緒
壼
・
古
文
書
・
建
築
を
懇
切
な
中
村
先
生
の
御
指

待
っ
こ
と
暫
し
に
て
中
村
直
勝
先
生
を
迎
へ
國
賓
の

を
一
筋
に
走
る
こ
と
三
里
に
し
て
太
山
寺
に
到
着
し

下
車
、
借
切
バ
ス
を
騒
り
て
竹
藪
の
績
く
川
緑
の
道

五
七

あ
る
が
、
菩
良
勤
勉
な
隣
國
の
民
衆
を
保
護
し
、
幼
い

ん
で
も
｀

う
と
想
像
し
て
ゐ
た
人
は
殆
ど
あ
る
ま
い
。

七
月
七
日
の
夜
、
蓋
溝
橋
に
於
け
る
二
彼
の
銃
啓
に

端
を
骰
し
た
此
の
度
の
事
瑳
が
、

月
を
経
過
し
た
今

8
、
我
々
は
地
繭
を
搬
げ
て
我
が
軍

隊
占
領
地
域
の
廣
大
な
の
に
驚
嘆
す
る
。
寡
に
し
て
よ

く
大
軍
を
漿
滅
し
一
死
報
繭
、
新
し
き
東
亜
建
設
の
礎

と
な
っ
た
芙
憲
も
多
敷
で
あ
る
。
荘
に
謹
み
て
獣
輯
を

捧
げ
る
c

第
一
線
の
勇
士
か
ら
来
る
、
ど
の
通
倍
を
讀

一
兵
卒
に
至
る
ま
で
連
戦
の
目
的
を
よ
く
認

識
し
て
ゐ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
抗
日
頑
迷
の
敵
兵
は
一

人
歿
ら
ず
嫌
滅
せ
ず
ん
ば
や
ま
ぬ
皇
軍
の
将
±
で
は

幹
事
山
本
・
絵
~
信

編

輯

を

終

ヘ

て
か
や
う
に
撰
大
し
よ

一
年
三
ヶ




